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要旨　近年，遺伝医療の発展により，クライエントがどのような人生を望み，どのような医療を選ぶか，

クライエント自身の決定が尊重される時代になってきている．そのような背景から遺伝医療の充実を目的に，

2002年度には信州大学大学院医学研究科に日本初の非医師遺伝カウンセリングコースが開設された。筆者は，

助産師の資格を有する2003年度に入学したこのコース最初の学生である．

　以下に，信州大学大学院における遺伝カウンセリングコースの現状を示す．
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はじめに

　近年，遺伝医療の発展により，さまざまな疾患の原因

遺伝子が同定され，その遺伝情報から個人の体質にあっ

たよりきめ細やかな医療（オーダーメイド医療〉が可能

となりつつある、多様な医療の中，クライエント自身が

どのような人生を望み，どのような医療を選ぶか，その

クライエントの決定が尊重される時代になってきている．

そのような経緯から遺伝医療1のの充実を目的に，日本

人類遺伝学会では臨床遺伝学認定医制度を，日本遺伝カ

ウンセリング学会では遺伝相談認定医師カウンセラー制

度を発足させた．そして2002年4月にこの両者が統合し，

さらに充実させた臨床遺伝専門医制度へと発展している．

2004年度現在，臨床遺伝専門医は559名にのぼる．

　2002年度，信州大学大学院医学研究科に医科学修士

課程（図1）が開設され，その中に日本初の非医師遺

伝カウンセリングコースが開設された．筆者は，助産

師の資格を有する2003年度に入学したこのコース最初の

学生である．2005年現在，このコースには修士1年次

生1名，2年次生1名の2名の学生が在籍し，9名の

指導教員から講義および実習の直接指導を受けている．

以下に，信州大学大学院における遺伝カウンセリング

コースの現状を示す．

1）認定遺伝カウンセラー制度委員会の定めた遺伝カウ

　ンセラー養成カリキュラムとの比較

　認定遺伝カウンセラー制度委員会3）（以下，認定委員

会）は，遺伝カウンセラーの役割と要件4〉として，1〉

人類遺伝学や臨床遺伝学の基礎知識とクライエントの心

理社会的支援に関わる専門知識をもち，2）遺伝カウン

セリングを行うための専門技術をもつとともに，3）遺

伝医療の中で臨床遺伝専門医をはじめとする他の専門職

と協働することができる専門職と定め，それをもとに遺

伝カウンセラー養成カリキュラムが作成された．認定委

員会は，専門コースが所属する各大学に対し，このカリ

キュラムに大学特有の工夫を取り入れ，独自性をもたせ

ることを推奨している．これを受け，信州大学大学院修

士課程に開設された遺伝カウンセリングコースのカリキュ

ラムを表1に示す．このコースに所属する者は認定委員

会が定めた基準を満たすために，修士課程で規定された

30単位に加え，遺伝医学関連科目13単位を取得しなけれ

ばならない．認定委員会が規定する科目に相当する当コー

スの科目を表2に示す．

図1．医科学専攻の医学研究科課程での位置づけ

1　長崎大学医学部保健学科看護学専攻

2　信州大学医学部保健学科看護学専攻

3　信州大学医学部社会予防医学講座遺伝医学分野
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表毛修士課程（医科学専攻）授業科目・単位数

授　　　業　　　科　　　目
単　　位

必修・選択

1年次 2年次

医科学研究概論 2

必修

生命倫理・医療倫理学概論 2
健康科学概論 2
人問機能・形態学概論 2
人問こころ心理学概論 2
人問疾病・治療学概論 2
社会・環境人問健康学概論 2
臨床医科学概論 2
病院実習 2
医科学研究方法論演習1（形態学研究方法特論） 2

4単位以上
選択必修

医科学研究方法論演習且（免疫学研究方法特論） 2
医科学研究方法論演習皿（生化学・分子生物学研究方法特論） 2
医科学研究方法論演習IV（人類遺伝学研究方法特論） 2
医科学研究方法論演習V（組織・器官機能研究方法特論） 2
医科学研究方法論演習VI（神経科学研究方法特論） 2
医科学研究特論（修士論文） 8 必修

遣
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ス

基礎人類遺伝学（ヒト生物学II・皿）＊’ 4

選択必修

遺伝医学（遺伝医学〉＊’ 2
染色体検査実習（社会医学実習〉 1
遺伝カウンセリングロールプレイ（社会医学実習）＊1 2
臨床遺伝学（統合講義X）＊1 1
遺伝医療と生命倫理（生命倫理学）＊3 1
遺伝医療と社会（医療社会学） 2

＊1医学部生合同授業

＊2博士課程合同授業

表2．遺伝カウンセラー養成カリキュラム

カテゴリー 認定委員会規定科目 単位 当コースカリキュラム 単位

1 基礎人類遺伝学（1） 4 基礎人類遺伝学（医学科1・2年のヒト生物学との合同授業） 4

基礎人類遺伝学（2） 2
遺伝医学（医学科3年の社会予防医学・遺伝医学との合同授業）

染色体検査実習

人類遺伝学研究方法特論
2
1
2臨床遺伝学 2

臨床遺伝学（医学科5年の統合講義Xとの合同授業）
遺伝カウンセリングロールプレイ（医学科4年との合同演習） 1

1遺伝サービス情報学 1 論文実習（医学科4年生との含同演習）

遺伝医療と社会 1 社会・環境人問健康学概論（修士課程共通科目〉 2

遺伝医療と倫理 2
生命倫理・医療倫理学概論（修士課程共通科目）

遺伝医療と生命倫理（博士課程の生命倫理学との合同授業） 2
11，H 医療カウンセリング概論 1 人問こころ心理学（修士課程共通科目） 2

遺伝カウンセリング 3 遺伝子診療部スタッフカンファレンスヘの出席と記録作成 3

∬，皿 遺伝カウンセリング実習 6
遺伝子診療部臨床遺伝外来における遺伝カウンセリングの同席と
予約希望者からの事前情報収集（原則として毎週火・金） 6

皿 遺伝カウンセリング研究 8 医科学研究特論（修士課程共通科目） 8
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信州大学における非医師遺伝カウンセラー養成コースの現状

2）遺伝カウンセリング実習

（1）遺伝カウンセリング臨床実習（表3）

　遺伝カウンセリング臨床実習は，step　by　step形式に

実習目標，実習内容が設定されている．修士課程1年前

期は週1回行われる信州大学医学部附属病院遺伝子診療

部カンファレンスに参加し，どのような人からどのよう

な方法でどのような相談が持ち込まれるのか，診療の現

状を理解することに努めた．後期からはクライエントに

許可を得た上で遺伝カウンセリングの場に同席し，参与

観察を行い，遺伝カウンセリングの一連の流れや，そこ

に携わる複数の職種の役割理解に努めた．修士課程2年

前期には，入院中のクライエントに継続的に関わる中で，

遺伝に関わる問題がクライエントの生活にどのように影

響を及ぼすか，そして遺伝カウンセリングによってクラ

イエント自身の理解や思い，行動がどのように変化する

か把握に努めた．また，クライエントからの受診予約の

電話を受ける中で，個々の二一ズを把握し，どのような

対応が必要であるかを考え，実際にクライエントとのや

り取りを行った．うち約10例は電話予約の段階から外来

受診の際の対応，その後のフォローといった一連の流れ

を経験した．それと平行して，遺伝子診療部カンファレ

ンスの議事録を作成した．クライエントの多様な二一ズ，

それに対する各スタッフの意見を聞き・まとめることか

ら，遺伝カウンセリングの多様性，柔軟性を理解し，視

野を広げていくことに努めた．

①　実習記録

　ケースレポート（資料1）

　　遺伝カウンセリングに同席したケース毎に，クライ

　エントの背景，実際の遺伝カウンセリング内容に考察

　を含めレポートを作成し，担当医師・看護師・心理士

　のそれぞれに提出し，直接指導を受け，その後追加修

正を行った．

遺伝子診療部カンファレンス議事録（資料2）

　カンファレンスで担当医師より報告されたケースに

ついて討議内容をまとめ，その担当医師に提出し，再

度追加・修正してケース毎にファイルしていった。

②経験した症例について

　平成15年10月11日から平成16年9月27日の問に，のべ

80人のクライエントに参与観察からフォローアップまで

を経験した．そのクライエントの年齢と疾患を図2，3

に示す。年齢別では小児科領域の遺伝カウンセリングが

多く，疾患別では家族性腫瘍が少ないなどの偏りがあっ

た．相談内容は，疾患の原因やその予後，発症前診断，

今後の健康管理，再発率，出生前診断が主であった．

30歳代‡
19％

50歳代
6％

駐0歳代

聯

釦歳代
で1覧

20歳代
肇4箔

弱団o歳

　覇

15岬紛歳

　隅

図2．クライエントの年齢

10刈尋歳

　鰯

表3。遺伝カウンセリング臨床実習の概要とレベル目標および期間

レベル 内　　容 目　　　　　標 担　当　施　設
時問／

例数
頻　　度

期間／

総回数

修士

1年

前期

修士1年

　後期 修士

2年

前期

修士

2年

後期前
半
後
半

1
遣伝カウンセサング

事例検討会参加

遺伝カウンセリングを求めて受診するクライ

エントの全体像を把握し，相談内容の多様性

について理解する

信州大学病院

　遺伝子診療部

1回

2時問
程度

週1回
（金）

2年間i一

計60回i：

以上

H
遺伝カウンセリング

臨床実習参与観察

遺伝カウンセリングの一連の流れを理解する 信州大学病院

　遺伝子診療部

長野県立こども病院

　遺伝外来

40例

以上
週2回
（火・金） 8週間遺伝カウンセリングに携わる複数の職種の動

きを職種毎に具体的に理解する

匝

遣伝カウンセリング

臨床実習

（インテーク面接含
む）

遺伝カウンセリングを求めて受診するクライ

エントのここの二一ズを把握し，提供すべき

情報の準蒲の仕方を学ぶ

信州大学病院

　遺伝子診療部

　産科病棟

　NICU

概ね

10例

　週2園
　（火・金）

必要に応じて

　　随時

8週問

遣伝カウンセリングを求めて受診するクライ

エントとのラポール形成について学ぶ

w

遺伝カウンセリング

臨床実習

（インテーク～フオ

ローアツプ）

遺伝カウンセリングを求めて受診するクライ

エントを，他の職種との連携のもと，インテー

クからフ寸ローアップまでを担当することで、

クライエントの身体的・心理的な変化を理解

する

信州大学病院

　遺伝子診療部

　産科病棟

　NICU

概ね

io例

　週2回
　（火・金）

必要に応じて

　　随時

16週間
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小児36人

成人30人

猛κ＿

生殖14人

講
夕～

凶／ごメ

欝慧懸i

囲染色体異常

国精神運動発達遅滞

國家旗性腫瘍

囲消化器疾愚

四神経変性疾愚

翻ミトコンドリア病

圏糟神疾患

団庚膚疾愚

圏骨・結合組織疾憲

囲代諭性疾患

國不妊・不育症

□その他

0箔 20％ 曝0％　　　　　60％　　　　　80鶉　　　　　100覧

図3。クライエントの疾患

　遺伝カウンセリング臨床実習は，実際の遺伝カウンセ

リングの場への同席が主であった．遺伝という大変デリ

ケートな部分を扱うこともあり，言葉や表情，行動とし

て表現されるクライエントの思いに考慮しながら，その

状況に応じて遺伝カウンセリングを展開していく柔軟性

が大変重要である．実際，クライエントの状況に応じた

遺伝カウンセリングの展開を体感した．ケースレポート

では，そういったクライエントの思いや遺伝カウンセラー

としての姿勢についても含め考察した．レポートに対す

る医師，看護師，心理士のそれぞれの立場からの指摘は，

違った視点からクライエントを見つめることになり，ク

ライエントに対するより広い理解へつながると思われた．

同席したケースは，年令別では小児科領域の遺伝カウン

セリングが多く，疾患別では家族性腫瘍が少ないなどの

偏りがあった．それに対して，他施設での遺伝カウンセ

リング見学や家族会参加などで，関わりの少なかったケー

スの理解に努めるなど，積極的な行動が必要であったと

思った．

（2）輪読会

　週2回，1回約1時間の時間を設けて，遺伝医学の基

礎知識と英文解読能力の向上を目的として，「Thompson

＆Thompson：Genetics　in　Medfcine」の通読を行った．

その都度，遺伝子診療部スタッフの解説を得る機会となっ

た．

（3）精神神経科カンファレンス見学

　遣伝カウンセリングには精神疾患をめぐる遺伝的問題を

抱えたクライエントが来院したり，遺伝的問題のストレス

から精神的問題を起して精神神経科を受診する者もいる．

遺伝カウンセリングではこのようなさまざまな問題を抱えた

クライエントヘの対応が必要となる．そのような多様なクラ

イエントを理解することを目的に，平成16年10月5日，19

日に信州大学精神神経科カンファレンスの見学を行った．

（4）学会・研修会等への参加および発表（表4）

学会やセミナーは，遺伝医学全般の基礎を学ぶと共に，

表4．学会・研修会等への参加および発表

時 期 参加した学会および研修会等

日本遺伝カウンセリング学会（東京）

前期 コメディカルの遺伝相談セミナー基礎コース（東京）

遺伝医学セミナー（東京〉
修士1年

日本人類遺伝学会ランチョンセミナー，劇団Genetopia粧公演「あなたのそばに」参加（長崎〉
後期 コメデイカルの遺伝相談セミナー実践コース（東京）

遺伝カウンセリングリフレッシュセミナー（東京）

遺伝カウンセリングリフレッシュセミナー（東京）

日本遺伝カウンセリング学会発表（京都）

前期 家族性腫瘍カウンセラー養成セミナー（東京〉

遺伝医学セミナー（大阪〉
修士2年 日本遺伝看護研究会発表（兵庫）

日本人類遺伝学会発表（東京）

後期 日本人類遺伝学会市民公開講座，劇団Genetopia公演「あなたのそばに」参加（東京）

アメリカ人類遺伝学会（トロント）

＊注：信州大学医学部附属病院遺伝子診療部では遺伝医療についての啓発活動の一環として劇団活動を行っている．

一18一



信州大学における非医師遺伝カウンセラー養成コースの現状

遺伝医学のさまざまな領域の現状を知る機会となった．

また，多くの関係者との交流が得られ，その中で意見交

換，情報交換を行った．

　学会等での発表は，これまでに得た知識や理解を整理

する機会となり，他者からの意見や助言により，さらに

理解を深めることができたと思われる、

後に続く遺伝カウンセリングを学ぶ学生にとって有用と

考えた．

　2005年度より認定遺伝カウンセラー制度が発足した．

日本において，遺伝カウンセラーの活動の場はまだ極わ

ずかであるが，遺伝医療のチームの一員として一端を担っ

ていけることを希望する．

この2年間を振り返って

　2年問の信州大学医学部修士課程遺伝カウンセリング

コースでの学びの中で，．多岐にまたがる専門分野の9名

の指導教員から受ける直接指導，さらに協力スタッフも

加わったスタッフカンファレンスでの討議は，遺伝医療

の興昧・関心を増し，遺伝カウンセラーとしての視野を

広げる貴重な機会であった．また，学生の自主性が重視

され，さらに学内だけでなく学会やセミナー等への参加

の機会にも多く恵まれ，のびのびと学習に取り組むこと

ができる環境であった．七かし，前例がないことは，何

をどこまで求められるのか具体的な到達点がわからず，

実習をおこなう上でもペース配分がつかめず惑うことも

多々あった．今後，このコースで学ぶ学生が増えるに従

い，到達点がより明確になることと思われるが，これま

での経過を含めた記録をできる限り残しておくことは，
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信州大学における非医師遺伝カウンセラー養成コースの現状

資料2．遺伝子診療部カンファレンス議事録
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／　　　遺繊的蕎雛が明らかになっていないの歎いずれ縫せ遺泥確な遣働9リスクの評緬は鰯難である。

／
！、＜今勧耀＞
、　レスバイト人院の瀞望があれば麗麗覇麗難へ紹介する予建
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